
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協賛 

 

日程：  2017 年 10 月 21 日（土） 

場所： インペリアルパレスシティホテル福岡 

頚椎前方を語る会 

Discussion on the Anterior Cervical Spine 

 

器
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 頚椎前方固定術は、病態によっては必須の治療法であり、その重要性は、ほとんどの脊椎外科

医が認識しているところであります。しかしながら、わが国では椎弓形成術や後方固定術の進歩に

より後方アプローチが主流となっている現状があります。

 確かに前方法の切れ味は優れているものの、合併症のリスクが高く、後方法よりも技術力の差が

出る治療法であります。また前方法に卓越された先生にはそれぞれ、こだわりの工夫がある手術法

でもあります。

 本研究会では著名な先生の頚椎前方固定の工夫についての講演を主体に、個々の疾患への

取り組みを検討するものであります。

 今回九州での開催となりました。多くの先生方のご参加をお願いいたします。

世話人 小西宏昭
長崎労災病院 副院長

 

 

日 時： 年 10 月 21 日（土） 13:00 – 18:00 

会 場： インペリアルパレスシティホテル福岡  「セレナ」 

世話人： 長崎労災病院 副院長 小西 宏昭 先生

座 長： 筑波大学 整形外科 教授 山崎 正志 先生

主講師：  沼津市立病院 副院長 望月 眞人 先生

定 員： 名（先着順）

参加費： 円

（日整会単位申請金額 単位につき 円を別途いただきます。）

日整会単位： 単位取得 

 

 

 

開催にあたって 

 開催概要 



 

 

 

 

 

 基本的な手技 

 起こり得る合併症と対策 

 

講師 

 望月 眞人 先生  （沼津市立病院 副院長）   

 相庭 温臣 先生  （沼津市立病院 第三整形外科 部長） 

 三原 久範 先生  （横浜南共済病院 診療部長/整形外科部長） 

ケースディスカッションモデレーター 

 小西 宏昭 先生  （長崎労災病院 副院長） 

 播广谷 勝三 先生 （九州大学病院 別府病院 整形外科 准教授） 

演者 

 菅 尚義 先生  （菅整形外科病院 理事長） 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:30   開場 

13:00-13:10  開会の挨拶・講師紹介      山崎 先生 

13:10-13:50  「頚椎前方手術のアプローチについて」    相庭 先生 

13:50-14:30  「頚椎前方除圧、骨移植のテクニック」    望月 先生 

14:30-15:10  「頚椎前方手術って危ないの？-起こり得る合併症とその対策-」 三原 先生 

15:10-15:25  「頚椎前方除圧固定術における私のこだわりと留意点」  菅   先生 

               別会場へ移動 

15:35-17:50  ケースディスカッション     小西先生 ・ 播广谷先生 

17:50   閉会の挨拶        小西 先生 

モデレーター 

テーマ 

プログラム 



 

 

 

 

会 場： インペリアルパレスシティホテル福岡  2F  「セレナ」 

住 所： 〒810-0801  

福岡県福岡市博多区中洲 5丁目 2-18  

T E L ： 092-262-2009 

 

アクセス： JR 博多駅より地下鉄空港線で 2駅 【中洲川端駅】 2 番出口から 

  出てすぐ 

JR 博多駅より車で約 8 分 

 

 

会場のご案内 

博多駅

中洲川端駅

中洲川端駅

インペリアルパレス
シティホテル福岡

お問い合わせ先： 

ビー・ブラウンエースクラップ株式会社 

〒113-0033 東京都文京区本郷2-38-16 

エースクラップアカデミー  金野  

TEL : 03-3814-2691 


